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無線設備  
 

試験項目

周波数範囲 送信：９４０ＭＨｚ～９４５ＭＨｚ 
受信：８９５ＭＨｚ～９００ＭＨｚ

周波数の許容偏差 空中線電力３８ｄＢｍ超え 
±（０．０５×ｆ×１０－６＋１２）Ｈｚ 

空中線電力２０ｄＢｍ超え３８ｄＢｍ以下 
±（０．１×ｆ×１０－６＋１２）Ｈｚ 

空中線電力２０ｄＢｍ以下 
±（０．２５×ｆ×１０－６＋１２）Ｈｚ 

ｆ：送信周波数（単位Ｈｚ）

占有周波数帯幅の許容値 ５ＭＨｚ

スプリアス発射又は不要発射の 離調周波数　５０ｋＨｚ以上５．０５ＭＨｚ未満： 
強度（帯域外領域） －５．５－１．４×（Δｆ－０．０５）ｄＢｍ／１００ｋＨｚ以下 

Δｆは、離調周波数（ＭＨｚ） 
離調周波数　５．０５ＭＨｚ以上１０．０５ＭＨｚ未満： 

－１２．５ｄＢｍ／１００ｋＨｚ以下 
離調周波数　１０．０５ＭＨｚ以上：－１３ｄＢｍ／１００ｋＨｚ以下 
 
離調周波数：送信周波数帯域の端から不要発射の強度の測定帯域の中心周波数

までの差の周波数 
 
詳細は本文参照

スプリアス発射又は不要発射の ９ｋＨｚ以上１５０ｋＨｚ未満　　　　　　－１３ｄＢｍ／１ｋＨｚ以下 
強度（スプリアス領域） １５０ｋＨｚ以上３０ＭＨｚ未満　　　　　－１３ｄＢｍ／１０ｋＨｚ以下 

３０ＭＨｚ以上１，０００ＭＨｚ未満　　　－１３ｄＢｍ／１００ｋＨｚ以下 
１，０００ＭＨｚ以上１２．７５ＧＨｚ未満 
　（１，８８４．５ＭＨｚ以上１，９１５．７ＭＨｚ以下、 
　　２，０１０ＭＨｚ以上２，０２５ＭＨｚ以下を除く。） 

－１３ｄＢｍ／１ＭＨｚ以下 
１，８８４．５ＭＨｚ以上１，９１５．７ＭＨｚ以下 

－４１ｄＢｍ／３００ｋＨｚ以下 
２，０１０ＭＨｚ以上２，０２５ＭＨｚ以下 

－５２ｄＢｍ／１ＭＨｚ以下 
 

測定範囲：基地局が使用する周波数帯の端から１０ＭＨｚ以上離れた周波数帯 
 

詳細は本文参照

スプリアス発射又は不要発射の 妨害波の条件 
強度（送信相互変調特性） 希望波の送信周波数帯域の端から±２．５ＭＨｚ、±７．５ＭＨｚ及び±

１２．５ＭＨｚ離れた帯域幅が５ＭＨｚの変調された妨害波を希望波の定

格出力より３０ｄＢ低い送信電力で加えた場合 
 
相互変調波の電力 

帯域外領域及びスプリアス領域における不要発射の強度の許容値並びに隣

接チャネル漏洩電力の許容値以下 
 

詳細は本文参照


